
JAところ

～北海道550万人と共に創る「力強い農業」と「豊かな魅力ある地域社会」～

2024.5No.605
ぼくたちの自慢のこいのぼり
（土佐地区：猪野間楓くん・皐くん（右から））

今月の表紙：
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９
時
00
分
に
開
会
宣
言
を
行
い
、

そ
の
後
、
出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱

領
を
朗
唱
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
川
上
和
則

組
合
長
は
昨
年
を
振
り
返
り
「
異

常
気
象
と
も
い
え
る
記
録
的
な
猛

暑
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一

部
作
物
を
除
き
平
年
作
を
上
回
る

収
量
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
一
方
、

生
乳
・
個
体
販
売
共
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
Ｊ
Ａ
事
業
は
組
合
員
皆
さ
ま
の

長
年
の
生
産
基
盤
整
備
と
営
農
努

力
に
よ
り
大
き
な
事
業
実
績
と
な

っ
た
」
と
組
合
員
の
事
業
結
集
へ

謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
来
賓
を
代
表
し
、
辻

直
孝
北
見
市
長
、
船
橋
賢
二
道
議

会
議
員
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
北

見
支
所
の
松
原
健
治
支
所
長
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

武
部
新
代
議
士
、
岩
本
剛
人
参
議

院
議
員
、
高
橋
文
明
道
議
会
議
員

よ
り
祝
電
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
に
岐
阜
地
区
の

林
健
志
さ
ん
、
副
議
長
に
Ｊ
Ａ
青

年
部
の
寺
町
太
智
部
長
を
選
任
し
、

議
事
進
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
の
定
款
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
か
ら
議
案
第
８
号
の

退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰

労
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
ま
た
報

告
事
項
と
し
て
労
働
保
険
事
務
組

合
の
令
和
５
年
度
徴
収
・
納
付
状

況
の
報
告
と
子
会
社
等
の
決
算
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
３
号
の
令
和
６
年
度

事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
で
は
、

昨
今
の
一
般
資
材
や
燃
油
な
ど
の

価
格
の
高
止
ま
り
な
ど
に
対
し
、

組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

が
一
体
と
な
っ
て
各
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
近
年
の

気
候
変
動
に
対
応
す
る
た
め
畑
地

か
ん
が
い
事
業
導
入
の
推
進
、
中

期
計
画
な
ど
の
実
践
に
向
け
て
は
、

組
合
員
と
の
「
地
区
対
話
集
会
」

や
「
各
組
織
と
の
対
話
活
動
」
の オブザーバーとして出席した女性部役員の皆さん

綱領を朗唱する組合員の皆さん

開会挨拶をする川上組合長

ＪＡところは４月12日、北見市常呂町多目的研修セン
ターで「第76回通常総会」を開き、組合員159人（正組
合員237人中/本人出席86人、委任16人、書面57人）が
出席し、全議案が原案通り承認されました。

国
際
情
勢
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
る

Ｊ
Ａ
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
て

～
第
76
回
Ｊ
Ａ
と
こ
ろ　

通
常
総
会
～
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実
施
を
通
じ
て
組
合
員
の
声
を
事

業
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
事
業
計
画
案
を
上
程

し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
第
７
号
の
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
で
は
、
各
地
区
か

ら
選
出
さ
れ
た
役
員
12
人
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
の
後
、
来
年
の
参
議

院
議
員
選
挙
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
組

織
内
候
補
者
の
東
野
秀
樹
氏
を
国

政
へ
送
り
出
す
た
め
の
決
議
案
を

江
田
哲
副
組
合
長
が
力
強
く
読
み

上
げ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
東
野
氏
よ
り
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
―
ジ
を
通
じ
て
農
政

活
動
へ
の
決
意
表
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

川
上
組
合
長
の
閉
会
挨
拶
後
、

11
時
15
分
に
全
て
の
日
程
が
終
了

し
ま
し
た
。

最
後
に
、
役
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
小
野
寺
俊
幸
会
長
を
含

む
理
事
４
人
、
監
事
２
人
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
退
任
理
事
を
代
表

し
小
野
寺
俊
幸
会
長
は
在
任
期
間

を
振
り
返
り
「
家
族
、
地
域
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
農
協

運
営
に
長
年
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

今
後
も
川
上
組
合
長
を
中
心
に
常

呂
町
農
協
の
発
展
だ
け
で
は
な
く

常
呂
町
の
地
域
振
興
、
発
展
の
た

め
に
常
呂
漁
協
や
関
係
機
関
と
連

携
し
魅
力
あ
る
地
域
作
り
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
ま
た
監
事
を
代
表
し
て
今

橋
正
弘
代
表
監
事
は
「
長
き
に
渡

り
、
監
事
を
務
め
ら
れ
た
こ
と
に

組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
役

職
員
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
情
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。
常
呂
農
業
に
は
次

世
代
を
担
う
後
継
者
が
多
く
お
り
、

心
強
く
思
う
。
未
来
の
常
呂
町
農

業
を
こ
の
目
で
見
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
新
し
く
就
任
さ
れ
た
役
員
の

皆
さ
ま
を
中
心
に
Ｊ
Ａ
役
職
員
一

丸
と
な
り
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
第
２
回
臨
時

理
事
会
で
決
定
し
た
新
役
員
は
次

の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

代
表
理
事
組
合
長

川
上　
和
則
（
再
）

副
組
合
長	

江
田　
　
哲
（
再
）

常
務
理
事	

今
橋　
　
剛
（
新
）

理
事	

林　
　
孝
広
（
再
）

	

石
澤　
　
彰
（
再
）

	

佐
藤　
文
彦
（
新
）

	

山
内　
英
之
（
新
）

	

遠
藤　
一
也
（
新
）

参
事
（
使
用
人
兼
務
理
事
）　

	

築
紫　
洋
平
（
新
）

代
表
監
事	

小
原　
啓
人
（
新
）

監
事	

近
藤　
圭
介
（
新
）

	

須
藤　
勇
一
（
新
）

総会に出席した組合員の皆さん

議長を務めた林さんと副議長を務めた寺町青年部長（左から）

祝辞を述べる
辻北見市長

退任挨拶をする
小野寺会長

監査報告を行う
今橋代表監事

祝辞を述べる
船橋道議

決議案を読み上げる
江田副組合長

祝辞を述べる
松原支所長
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よ
り
良
い
技
術
の
発
展
と

安
定
供
給
を
目
指
し
て

複
雑
な
税
制
改
正
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

～
北
見
地
区
玉
葱
振
興
会
青
年
部　

通
常
総
会
～

～
常
呂
町
農
業
青
色
申
告
会　

通
常
総
会
～

北
見
地
区
玉
葱
振
興
会
青
年
部
（
池
端
一
也
部
長
）
は
3

月
28
日
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ　

ｂ
ｌ
ｄ
ｇ
・
会
議
室
で
「
第

52
回
通
常
総
会
」
を
開
き
、
会
員
41
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
池
端
部
長
は
「
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

の
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
、
正
品
率
が
例
年
よ
り
低
く
推
移
し

た
。
本
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
る
中
、
農
作
業
の
み
な
ら
ず
、

人
災
に
も
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
開
会
挨
拶
し
た

後
、
議
事
審
議
に
移
り
ま
し
た
。

議
長
に
東
藻
琴
玉
葱
青
年
部
の
榎
本
竜
也
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
議
案
１
号
の
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

か
ら
議
案
第
４
号
の
役
員
改
選
ま
で
、
す
べ
て
の
議
案
が
慎

重
審
議
の
結
果
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
役
員
改
選
が
あ
り
次
の
通
り
選
任
さ
れ
、
常
呂
か
ら

共
立
地
区
の
羽
石
遼
祐
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称

略
、(　

)

内
は
地
区
）

部
長　
　
石
川　
祥
平

（
女
満
別
）

副
部
長　
羽
石　
遼
祐

（
常
呂
）

副
部
長　
永
江　
友
大

（
き
た
み
ら
い
西
）

監
事　
　
吉
村　
諄
郎

（
上
湧
別
）

監
事　
　
山
本　
晃
久

（
上
常
呂
）

常
呂
町
農
業
青
色
申
告
会
（
近
藤

圭
介
会
長
）
は
４
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
会

議
室
で
「
第
38
回
通
常
総
会
」
を
開

き
、
新
旧
役
員
11
人
が
出
席
し
ま
し

た
。開

会
に
あ
た
り
、
近
藤
会
長
は

「
昨
年
の
10
月
１
日
に
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
開
始
さ
れ
、
会
員
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
令
和
５
年
度
の
申

告
に
と
て
も
苦
慮
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
本
年
も
複
雑
な
税
制
改
正

等
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
適
正
な
青

色
申
告
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
近
藤
会
長
が
議
長
を
兼

任
し
、
議
事
進
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
の
令
和
５
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
書
の
承
認
に

つ
い
て
か
ら
議
案
第
５
号
の
そ
の
他

ま
で
の
す
べ
て
の
議
案
が
慎
重
審
議

の
結
果
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
中
で
は
、

農
民
同
盟
と
の
連
携
に
よ
る
申
告
事

務
体
制
の
効
率
化
を
図
り
所
得
税
・

消
費
税
確
定
申
告
書
提
出
日
を
〝
３

月
10
日
〟
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

ま
た
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新

役
員
が
次
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）会

長　
　
森
澤　
正
太
（
新
）

副
会
長　
伊
藤　
崇
宏
（
新
）

　
　
　
　
　
猪
野
間
尚ひ

さ
と人
（
再
）

常
呂
町
農
民
同
盟
（
尾
角
光
弘

委
員
長
）
は
４
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
会
議

室
で
「
第
76
回
通
常
総
会
」
を
開
き
、

盟
友
16
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
尾
角
委
員
長
が

開
会
挨
拶
を
し
、
そ
の
後
来
賓
と
し

て
北
見
市
常
呂
総
合
支
所
の
川
村
淳

常
呂
自
治
区
長
、
北
見
農
民
連
盟
の

梅
田
俊
則
委
員
長
が
出
席
し
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
尾
角
委
員
長
が
議
長
を

兼
任
し
、
議
事
進
行
が
行
わ
れ
、
令

和
５
年
度
の
運
動
経
過
報
告
と
収
支

決
算
報
告
に
つ
い
て
か
ら
令
和
６
年

度
の
運
動
方
針
及
び
収
支
予
算
案
ま

で
の
す
べ
て
の
議
案
が
慎
重
審
議
の

結
果
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、

地
域
農
業
を
守
る

～
常
呂
町
農
民
同
盟　

通
常
総
会
～

就任挨拶をする羽石さん

開会挨拶をする近藤会長

総会に出席した盟友の皆さん

総会に出席した役員の皆さん
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～ＪＡところ女性部　役員合同研修～

～常呂町酪農振興会　視察研修～

～ＪＡところ女性部～

～牛やのかあちゃんの会　勉強会～

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
女
性
部
（
久
世

牧
子
部
長
）
は
３
月
27
日
、
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
『
う
え
る
』
で

「
令
和
６
年
度
役
員
合
同
研
修
」

を
行
い
、
女
性
部
と
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
セ
ス
部
会
の
役
員
合
わ
せ
て
11

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
役
員
の
顔
合
わ
せ
と
交

流
を
メ
イ
ン
に
、
常
呂
産
の
食
材

を
使
用
し
た
昼
食
会
を
開
き
ま
し

た
。調

理
の
合
間
に
は
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
女
性
部
に
つ
い
て
か
ら

日
常
生
活
に
つ
い
て
ま
で
、
幅
広

い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
会
に
は
当
Ｊ
Ａ
の
川
上
和

則
組
合
長
が
出
席
し
、
更
に
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

常
呂
町
酪
農
振
興
会
（
横
山
弘

行
会
長
）
は
４
月
18
日
、
ロ
ボ
ッ

ト
と
パ
ー
ラ
ー
併
用
で
の
搾
乳
を

し
て
い
る
東
藻
琴
の(

有)

向
井
牧

場
へ
視
察
を
行
い
、
６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

視
察
し
た
酪
農
家
で
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
（
57
頭
）
と
パ
ー
ラ
ー
（
22

頭
）
で
お
よ
そ
80
頭
の
搾
乳
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

常
呂
町
内
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

農
家
が
な
い
た
め
、
実
際
に
導
入

し
て
い
る
方
か
ら
、
導
入
前
と
導

入
後
の
変
化
等
に
つ
い
て
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
、
今
後
、
導
入
す

る
か
ど
う
か
検
討
す
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
女
性
部
は
４
月
10

日
、
北
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
常

呂
支
所
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
こ
ろ
を
訪
問
し
、
遊
休
タ
オ
ル

の
寄
贈
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
女
性
部
員
以
外
に
も
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
を

仰
ぎ
、
回
収
で
き
た
タ
オ
ル
は
全

部
で
３
９
０
枚
で
し
た
。

当
日
は
久
世
部
長
、
森
脇
幸
枝

副
部
長
、
林
智
子
副
部
長
が
各
施

設
を
訪
問
し
タ
オ
ル
を
手
渡
し
ま

し
た
。

女
性
部
で
は
今
後
も
継
続
し
て

遊
休
タ
オ
ル
の
寄
贈
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

牛
や
の
か
ぁ
ち
ゃ
ん
の
会
（
石

田
良
美
代
表
）
は
４
月
19
日
、
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
『
う
え
る
』

で
学
習
会
を
開
き
、
会
員
５
人
・
酪

農
青
年
部
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
畜

産
生
産
課
の
菊
池
実
酪
農
技
術
顧

問
を
招
き
、
現
在
の
牛
の
遺
伝
的

特
徴
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
は
「
牛
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら

え
て
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
今

後
も
こ
う
い
っ
た
勉
強
会
に
積
極

的
に
参
加
し
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

川上組合長を囲んで昼食会京谷幸子施設長（左）にタオルを手渡す女性部二役

勉強会に参加した会員の皆さん ㈱向井牧場を視察する会員の皆さん

よりよい組織作りに
向けて交流♪

搾乳ロボット運用
について学ぶ

牛の遺伝的特徴に
ついて学ぶ

遊休タオルの寄贈
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常
呂
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
佐
藤
陸
也
会

長
）
は
４
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
で
「
第

47
回
新
規
就
農
者
激
励
会
」
を
開
き
、
新

規
就
農
者
１
人
、
ク
ラ
ブ
員
18
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
綱
領
朗
唱
後
、
佐
藤
会
長

か
ら
「
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
日
頃
の
仕

事
の
こ
と
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
気

に
な
る
こ
と
が
沢
山
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
先
輩
農
家
は
も
ち
ろ

ん
、
世
代
の
近
い
仲
間
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
の
で
、
何
か
あ
れ
ば
気
軽
に
聞
い
て
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
た
後
、
来
賓
と
し
て

当
Ｊ
Ａ
の
川
上
和
則
組
合
長
、
北
見
市
常

呂
総
合
支
所

の
川
村
淳
自

治
区
長
、
網

走
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ

ー
の
上
堀
孝

之
所
長
が
出

席
し
、
祝
辞

を
述
べ
ま
し

た
。そ

の
後
、

ク
ラ
ブ
員
全

員
か
ら
新
規

就
農
者
に
向

け
て
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

激
励
会
終
了
後
に
は
、
毎
年
行
っ
て
い

る
常
呂
町
栄
浦
地
区
で
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
地
域
・
世

代
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
ク
ラ
ブ
員
は
他
愛
の
な
い
話
を

し
な
が
ら
終
始
楽
し
そ
う
に
ゴ
ミ
拾
い
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

【
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
新
規
加
入
者
】

　
　
　
　

片
岡　
亮
太
（
伸
夫
）

 

（
敬
称
略
、（ 

）
内
は
Ｊ
Ａ
組
合
員
氏
名
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
委
員
会
連
合
会
は
４

月
１
日
、
北
見
市
役
所
庁
舎
内
の
会
議
室

で
「
優
良
農
村
青
年
表
彰
式
」
を
開
き
ま

し
た
。

同
連
合
会
で
は
、
管
内
の
農
業
青
年

を
対
象
に
過
去
３
年
以
上
農
業
の
担
い
手

と
し
て
従
事
し
、
農
業
技
術
の
普
及
、
推

進
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
対
し
て
指
導
力
の

あ
る
農
業
青
年
を
対
象
に
表
彰
す
る
も
の

で
、
当
町
か
ら
東
浜
地
区
の
田
房
壮
太
さ

ん
が
受
賞
し
、
北
見
市
第
二
農
業
委
員
会

の
樫
尾
英
司
会
長
か
ら
記
念
の
盾
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
田
房
さ
ん
は
「
今
後
の
地
域

農
業
を
支
え
る
一
員
と
し
て
、
若
い
世
代

の
模
範
と
な
っ
て
い
け
る
よ
う
知
識
と
経

験
を
積
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
は
３
月
25
日
か
ら
29
日
の

５
日
間
、
春
の
農
作
業
用
品
の
外
販
を
行

い
ま
し
た
。

農
作
業
用
品
の
外
販
は
、
㈱
新
和
の
外

販
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
同
社
の
担
当
者
と

資
材
課
の
職
員
が
町
内
を
回
り
、
つ
な
ぎ

や
長
靴
、
手
袋
な
ど
の
農
作
業
用
衣
類
を

販
売
す
る
も
の
で
す
。

農
作
業
が
始
ま
り
何
か
と
忙
し
い
こ

の
時
期
に
、
家
や
畑
の
近
く
ま
で
出
向
く

こ
と
で
、
商
品
を
手
に
取
り
、
説
明
を
受

け
て
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

毎
年
多
く
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

外
販
は
夏
頃
に
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

新
た
な
仲
間
と
共
に
活
発
な
活
動
を

農
作
業
用
品
の

移
動
販
売

管
内
優
良
農
村

青
年
賞
受
賞
！

～
常
呂
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
新
規
就
農
者
激
励
式
～

～
オ
ホ
ー
ツ
ク
優
良
農
村
青
年
表
彰
～
～

ゴミ拾い後に集合写真を撮りました

商品を購入した豊川地区の
佐藤さんご家族

授与された盾を手にする田房さん

開会挨拶をする
佐藤会長

新たに加入した
片岡さん
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Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
は
４
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
会
議

室
で
「
家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式
」
を

開
き
、
米
山
東あ

さ

ひ亜
さ
ん
、
江
田
哲
さ
ん
の

２
組
の
家
族
が
、
と
こ
ろ
オ
リ
ジ
ナ
ル
様

式
の
『
と
こ
ろ
型
家
族
経
営
協
定
書
』
に

調
印
、
締
結
し
ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
は
、
農
業
経
営
に
携

わ
る
家
族
全
員
が
意
欲
と
や
り
が
い
を
も

っ
て
経
営
に
参
画
で
き
る
魅
力
的
な
農
業

経
営
を
目
指
し
、
経
営
方
針
や
資
金
計
画
、

就
業
条
件
の
改
善
、
給
与
な
ど
に
つ
い
て
、

家
族
間
の
話
し
合
い
に
よ
っ

て
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
オ
リ
ジ
ナ
ル
様

式
で
は
、
家
族
に
個
別
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
経
営
方

針
な
ど
の
他
に
役
割
分
担
や

就
業
条
件
（
休
み
や
給
与
な

ど
）
の
具
体
化
、
生
活
目
標

な
ど
世
界
に
一
つ
し
か
な
い

家
族
経
営
協
定
書
を
作
成
し
、

調
印
後
、
家
族
に
記
念
品
と

と
も
に
渡
さ
れ
ま
す
。

調
印
式
は
、
当
Ｊ
Ａ
の

川
上
組
合
長
と
共
催
と
な
る

北
見
市
農
業
振
興
会
議
常
呂

自
治
区
部
会
の
川
村
淳
会
長

（
北
見
市
常
呂
自
治
区
長
）
、

ま
た
網
走
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
武
井
昌
夫
次
長
、

北
見
市
第
二
農
業
委
員
会
の

樫
尾
英
司
会
長
の
４
人
が
立

ち
会
い
ま
し
た
。

川
上
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、
２
組
の

家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
調
印
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、

４
人
の
立
会
人
と
と
も
に
１
人
ず
つ
調
印
、

終
了
後
は
川
村
会
長
か
ら
の
激
励
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

締
結
し
た
家
族
は
「
家
族
の
考
え
を
整

理
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
今
後
も
家

族
で
話
し
合
い
な
が
ら
経
営
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

家族で協力し、よりよい農業経営を！
～家族経営協定合同調印式～

合同調印式に参加した家族の皆さん（前列左より：米山さん、江田さん家族）

　５年前に初めて自分の車として新車で購入。キャンプ・スノーボード・サップなどアウトド

アが好きで「荷物がたくさん積めるから、あと海外の車のような見た目が好き」という理由で

選び、今後は車高を高くしたいそうです。「この車で彼女と一緒に道内各地のキャンプ場に行

きたい」と話してくれました。ちなみに次に乗りたい車は“新型レクサスＧＸ”。まだ日本で

発売されていないため、心待ちにしているそうです！

トヨタ　ハイラックス
Ｚ ”Black Rally Edition”

農家
の

紹
介

共立地区
佐藤　陸也さん（27）
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今月のあなたの

運勢

双子座
５/21

～６/21

蟹座
６/22

～７/22

全体運 ちょっとした発見がうれしい月。趣味や友人との時間を増やし
て。豊かな時間を過ごせます。技術習得の勉強が吉
健康運 頑張り過ぎはけがのもと。休憩を入れてリフレッシュ 幸運の食べ物 キクラゲ

全体運 観劇やコンサートを楽しめます。友人と出かければ会話も盛り
上がり、仲も深まりそう。仕事は下旬から効率アップ
健康運 友人と一緒に話題の健康法を試してみて 幸運の食べ物 カブ

5月

こ
の
度
、
４
月
12
日
の
第
76

回
通
常
総
会
を
も
ち
ま
し
て
役
員

の
任
期
満
了
に
よ
り
会
長
理
事
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
３
年
、

理
事
に
就
任
し
て
以
降
、
平
成
12

年
に
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ

れ
、
平
成
29
年
よ
り
連
合
会
役

員
就
任
に
伴
い
会
長
理
事
と
な
り
、

33
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
地
域
の

方
々
・
関
係
各
位
に
支
え
ら
れ
務

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は

深
い
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

組
合
長
に
就
任
し
た
前
年
に
、

農
業
の
憲
法
に
あ
た
る
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
」
が
制
定

さ
れ
、
食
料

自
給
率
の
目

標
設
定
や
価

格
政
策
か
ら

所
得
政
策
へ

の
転
換
が
図

ら
れ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。

世
界
的
な
気

候
変
動
や
食

料
危
機
の
中
で
「
食
料
安
全
保
障

の
強
化
」
に
向
け
、
今
ま
さ
に
新

た
な
基
本
法
改
正
の
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
慨
深
い
思
い

が
い
た
し
ま
す
。
そ
の
間
、
平
成

19
年
よ
り
直
接
払
い
が
可
能
と
な

る
「
品
目
横
断
的
経
営
所
得
安
定

対
策
（
ゲ
タ
政
策
）
」
や
平
成
22

年
に
は
民
主
党
政
権
下
で
「
戸
別

所
得
補
償
制
度
」
の
導
入
な
ど
農

業
政
策
で
の
大
き
な
転
換
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
新
自
由
主
義
に
よ

り
輸
入
自
由
化
が
加
速
し
「
Ｗ
Ｔ

Ｏ
農
業
交
渉
」
を
は
じ
め
「
Ｅ
Ｐ

Ａ
・
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
」
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
検
討
」
の
場
面
で
は
、

総
決
起
集
会
に
組
合
員
皆
さ
ま
と

参
加
し
農
業
者
の
想
い
を
結
集
し

国
政
に
伝
え
る
と
共
に
、
組
合
長

会
・
畑
対
・
酪
対
な
ど
を
通
じ
て

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
り
政

府
与
党
へ
政
策
提
案
や
要
請
運
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
農
政

活
動
に
お
い
て
、
一
人
の
声
は
届

き
に
く
い
が
結
集
し
て
大
き
な
う

ね
り
・
力
に
な
れ
ば
国
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。平

成
14
年
に
は
玉
葱
の
品
質

の
向
上
・
収
穫
作
業
の
効
率
化
を

図
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

玉
葱
集
出
荷
選
別
施
設
、
ピ
ッ
カ

ー
・
タ
ッ
パ
ー
を
共
同
利
用
に
向

け
導
入
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
と
振
興

会
が
一
体
と
な
り
品
質
の
高
位
平

準
化
・
安
定
生
産
に
取
組
ん
だ
結

果
、
作
付
面
積
も
増
加
し
常
呂
農

業
の
基
幹
作
物
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
大
変
う
れ
し
い
思
い
が
し
て

お
り
ま
す
。

平
成
22
年
に
は
「
て
ん
菜
共

同
育
苗
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
ま

し
た
。
常
呂
地
域
は
冷
害
・
風
害

を
克
服
す
る
た
め
『
紙
筒
栽
培
発

祥
の
地
』
で
あ
り
ま
す
が
、
施
設

の
整
備
に
よ
り
労
働
力
の
軽
減
・

安
定
生
産
に
寄
与
し
、
組
合
員
皆

さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
営
農
努
力
に
よ

り
、
10
ａ
当
た
り
の
産
糖
量
が
何

度
も
全
道
一
と
な
っ
た
こ
と
は
大

変
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
に
は
他
の
地
域
に

先
駆
け
馬
鈴
薯
の
収
穫
を
請
け
負

う
「
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
将
来
的

な
労
働
力
不
足
が
想
定
さ
れ
、
作

付
・
営
農
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

コ
ン
ト
ラ
事
業
が
大
事
な
部
門
に

な
る
と
考
え
営
農
支
援
を
始
め
継

続
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
令
和
４
年
に
「
と
こ
ろ

ピ
ン
ク
に
ん
に
く
」
が
地
理
的
表

示
（
Ｇ
Ⅰ
）
保
護
制
度
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
常
呂
産
農
畜
産
物

の
知
名
度
向
上
に
繋
が
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
生
産
振
興
に

向
け
取
り
組
み
を
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
町
は
沖
積
を
な
し
た
肥
沃

な
農
地
を
有
す
る
半
面
、
幾
度
と

な
く
水
害
に
よ
る
湛
水
被
害
に

苦
し
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
り
、
何

と
か
水
と
の
戦
い
を
解
消
し
た
い

と
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
水
害
・
雹
害
な
ど
災
害
発

生
時
に
は
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に

は
状
況
の
把
握
・
迅
速
な
対
応
を

い
た
だ
き
被
害
を
最
小
限
に
留
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
感

謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
特
に
平

成
28
年
の
連
続
台
風
に
よ
る
大
規

役
員
退
任
挨
拶

会長理事

小野寺　俊幸

ＴＰＰ交渉北海道緊急要請集会（平成27年５月）

山本農林水産大臣による被害調査（平成28年９月）

各
作
物
の
生
産
振
興

農
政
活
動
へ
の
取
組
み

力
強
い
農
業
基
盤
の

確
立
に
向
け
て
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今月のあなたの

運勢

牡羊座
３/21

～４/19

牡牛座
４/20

～５/20

5月 全体運 非常に勢いがあります。無理が通るときなので、よく考えて行動
を。周りへの配慮が幸運を招きます。外食が吉
健康運 音楽鑑賞でリラックス。ハーブティーもお勧め 幸運の食べ物 新ゴボウ

全体運 あれもこれもと気がせきがち。行動力に恵まれていますが、全
部行うのは大変。クオリティーを保てる範囲に絞って
健康運 筋力アップのチャンス！頭痛、歯痛は早めに対処を 幸運の食べ物 シイタケ

模
な
湛
水
被
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
撮
影
動
画

を
も
と
に
駆
け
付
け
て
い
た
だ
い

た
国
会
議
員
、
北
海
道
、
北
見
市
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
に
状
況

を
伝
え
排
水
対
策
を
要
望
い
た
し

ま
し
た
。
平
成
24
年
に
は
国
営
事

業
に
よ
り
岐
阜
排
水
機
場
が
竣
工
、

道
営
事
業
に
よ
り
福
山
・
日
吉
の

３
排
水
機
場
が
竣
工
、
令
和
９
年

に
は
国
営
常
呂
川
下
流
地
区
事
業

で
共
立
排
水
機
場
が
竣
工
す
る
予

定
で
あ
り
、
恒
久
的
な
湛
水
被
害

解
消
が
図
ら
れ
、
安
定
し
た
農
業

生
産
が
行
え
る
基
盤
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

第
７
次
農
業
振
興
計
画
で
掲

げ
た
次
代
を
担
う
組
織
・
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
た
い
と
「
夢

さ
が
し
塾
」
研
修
を
平
成
23
年
よ

り
10
年
（
四
国
・
九
州
方
面
）
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
複
数
年
同
じ

研
修
先
へ
行
っ
た
こ
と
で
参
加
し

た
年
度
が
違
っ
て
も
共
有
が
図
ら

れ
、
地
域
や
世
代
を
超
え
た
参
加

者
が
寝
食
を
共
に
研
修
し
た
こ
と

で
現
在
も
参
加
者
同
士
の
交
流
が

あ
る
と
聞
き
、
意
義
の
あ
る
研
修

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
に
建
設
し
た
農
業

研
修
施
設
『
う
え
る
』
を
拠
点
と

し
て
、
農
業
研
修
生
が
来
町
し
、

常
呂
町
の
農
業
や
文
化
に
触
れ
、

地
域
組
合
員
と
の
関
り
や
集
う
き

っ
か
け
づ
く
り
と
な
り
、
２
人
の

方
が
縁
あ
っ
て
常
呂
に
根
づ
い
て

い
た
だ
い
た
こ
と
、
キ
ッ
チ
ン
ス

タ
ジ
オ
を
活
用
し
た
料
理
講
習
や

各
種
研
修
に
よ
り
食
文
化
の
発
信

や
人
が
集
う
場
所
と
な
っ
た
こ
と

は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
今
後
に

お
い
て
も
時
代
の
変
化
に
対
応
し

有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連 

常
呂
厚

生
病
院
（
平
成
19
年
、
常
呂
国
保

病
院
の
運
営
を
引
継
ぎ
開
設
）
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
平
成
25

年
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
が
と
こ

ろ
福
祉
会
よ
り
引
継
ぎ
、
令
和

４
年
新
築
移
転
）
を
常
呂
漁
協
と

連
携
し
な
が
ら
厚
生
連
へ
要
請
し

た
こ
と
で
開
設
・
移
転
が
行
わ
れ
、

安
心
し
て
営
農
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
、
地
域
の
産
業
を
守
る
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
農
業
が
食
料
供
給
基

地
と
し
て
の
役
割
を
持
続
的
に
果

た
し
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
や

農
業
所
得
の
増
大
に
向
け
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
結
集
軸
と
し

て
中
央
会
役
員
の
任
に
当
た
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
協
同

組
合
意
識
が
希
薄
化
し
て
い
る
状

況
の
な
か
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
役
職

員
と
の
対
話
活
動
を
行
い
「
力
強

い
農
業
」
と
「
豊
か
な
魅
力
あ
る

地
域
社
会
」
の
実
現
に
向
け
ま
い

進
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
農
畜
産
物
の
急

激
な
需
要
減
少
や
、
円
安
に
よ
る

生
産
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
様
々

な
課
題
と
向
き
合
い
ま
し
た
が
、

地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
高
い
系
統

結
集
を
維
持
し
て
い
る
お
か
げ
で

中
央
会
で
の
職
責
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
あ
ら
た

め
て
感
謝
し
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

先
人
た
ち
が
好
条
件
と
は
い

え
な
い
原
野
を
開
墾
、
諸
先
輩
た

ち
が
幾
度
の
災
害
を
乗
越
え
今
日

の
常
呂
町
農
業
が
あ
り
、
そ
の
お

か
げ
で
多
く
の
農
業
後
継
者
が
就

農
し
て
い
る
状
況
を
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
男
女
問
わ
ず
若

い
世
代
の
農
業
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
が

海
外
や
先
進
地
を
訪
れ
見
聞
を
広

げ
、
ど
の
よ
う
な
常
呂
町
農
業
や

心
豊
か
な
農
村
社
会
を
目
指
し
て

い
く
か
農
業
者
自
ら
が
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
今
ま
で
賜
り
ま
し
た

皆
さ
ま
と
の
絆
や
縁
を
大
切
に
し
、

一
人
の
農
業
者
と
し
て
過
ご
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
相
変
わ
ら
ぬ
ご

懇
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

武部農林水産大臣、小野寺組合長、林町議会議長、井原町長、
川口漁協組合長による被害調査（左から）（平成13年10月）

特養ところ新築移転地鎮祭（令和２年10月）

うえるで親子ピザ作り教室（平成24年９月）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り

中
央
会
副
会
長
・

会
長
と
し
て

最
後
に

次
世
代
を
担
う
人
材
の

育
成（
ひ
と
づ
く
り
）、

人
が
集
い
交
流
す
る
場

（
う
え
る
の
開
所
）
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今月のあなたの

運勢

天秤座
９/23

～10/23

蠍座
10/24

～11/22

全体運 注目されて大変そうですがメリットもあります。やりたいことを
アピールして。力を貸してくれる人が現れるはず
健康運 発酵食品を取るよう心がけて。デトックスの◎ 幸運の食べ物 ナガイモ

全体運 周囲からの視線が気になりそう。八方丸くは収まらないので妥
協点を見いだして。１人で背負い込み過ぎないように
健康運 適度な運動とバランスの良い食事が味方 幸運の食べ物 ゼンマイ

5月

新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
度
４
月
12
日
の
第
76
回

通
常
総
会
を
も
ち
ま
し
て
、
常
呂

町
農
業
協
同
組
合
の
理
事
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
昭
和
56
年
に
職

員
に
採
用
さ
れ
、
経
理
電
算
課
を

振
り
出
し
に
数
多
く
の
業
務
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平

成
24
年
に
参
事
（
兼
務
理
事
）
を

拝
命
し
、
令
和
２
年
に
は
業
務
機

構
の
改
正
に
伴
い
常
務
理
事
に
選

任
さ
れ
、
長
い
期
間
に
渡
っ
て
農

協
経
営
の
中
枢
を
担
う
こ
と
が
で

き
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
し
た
。

在
任
中
は

経
営
基
盤
を

よ
り
強
固
な

も
の
と
す
る

た
め
に
財
務

の
健
全
化
を

基
本
に
据
え
、

各
施
設
の
整

備
と
事
業
の

拡
充
・
推
進

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

う
し
て
退
任
の
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
は
、
組
合
員
は

も
と
よ
り
役
職
員
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
記
憶
に
残
る
も
の
と
し

て
、
青
果
係
を
担
当
し
た
と
き
に

国
内
で
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳

症
）
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
牛
肉

の
需
要
が
減
り
、
関
連
食
材
で
あ

る
玉
葱
・
食
用
馬
鈴
薯
の
消
費
も

落
ち
込
み
、
そ
こ
に
豊
作
も
重
な

っ
て
市
場
価
格
は
大
暴
落
と
な
り

ま
し
た
。

価
格
浮
揚
の
た
め
に
全
道
で

市
場
隔
離
対
策
（
産
地
廃
棄
・
澱

粉
転
用
）
を
平
成
13
年
産
、
14
年

産
と
２
年
続
け
て
行
い
ま
し
た
が
、

大
切
に
育
て
て
き
た
作
物
を
消
費

者
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
残
念
な
思

い
を
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。も

う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
こ

と
と
し
て
、
平
成
28
年
８
月
に
台

風
が
続
け
て
北
海
道
に
上
陸
し
、

記
録
的
な
降
雨
で
堤
防
が
決
壊
、

農
地
や
作
物
が
流
出
し
た
ほ
か
湛

水
被
害
も
広
範
囲
に
及
び
、
国
か

ら
激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
る
大

災
害
と
な
り
ま
し
た
。

国
や
北
海
道
な
ど

の
関
係
機
関
を
は
じ

め
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
被
害
調
査
の
受

入
れ
や
報
道
機
関
へ

の
対
応
は
連
日
に
及

び
、
大
変
な
苦
労
で

は
あ
り
ま
し
た
が
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
、
四
半
世

紀
ぶ
り
に
『
食
糧
・

農
業
・
農
村
基
本

法
』
が
見
直
さ
れ
る

こ
と
で

新
た
な

農
業
の

時
代
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

農
業
、
Ｊ
Ａ
を
取
り

巻
く
環
境
は
益
々
困

難
な
局
面
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

過
去
か
ら
先
達
は
こ

の
厳
し
い
困
難
を
幾

度
と
な
く
乗
り
越
え

て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
時
代
を
読
ん

で
柔
軟
に
対
応
を
し

て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
今
ま
で
以
上
に
組
合
員
一

人
ひ
と
り
が
Ｊ
Ａ
に
結
集
し
て
い

く
こ
と
で
諸
課
題
を
解
決
し
、
こ

れ
か
ら
も
常
呂
町
農
業
と
地
域
社

会
が
持
続
し
て
い
く
こ
と
を
信
じ

て
や
み
ま
せ
ん
。

今
後
も
揺
る
ぎ
な
い
農
業
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
で
常
呂
町
農

協
が
益
々
発
展
さ
れ
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
さ

れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

役
員
退
任
挨
拶

常務理事

石 山 茂 実

平成28年８月の台風被害調査の受け入れ対応

総会時に事業報告をする石山参事（当時）
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今月のあなたの

運勢

獅子座
７/23

～8/22

乙女座
８/23

～９/22

5月 全体運 視野が開け、困り事は解決へと向かいます。人の意見を取り入
れて。違う発想で動けば良い展開が待っているはず
健康運 睡眠はしっかり取って。ホルモンバランスに留意を 幸運の食べ物 クレソン

全体運 やりがいは感じられるもののとても忙しそう。スケジュールを
調整し仕事と遊びのバランスを取ると実り多い月に
健康運 スポーツを楽しんで。ハードなトレーニングもＯＫ 幸運の食べ物 サンショウ

新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
春
の
定
植
、
播
種
作
業
、
そ

の
後
の
管
理
作
業
等
で
大
変
お
忙
し
い
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
４
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
第
76

回
通
常
総
会
に
お
い
て
理
事
の
再
任
を
受

け
、
そ
の
後
の
理
事
会
に
お
い
て
常
務
理

事
に
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

前
職
の
参
事
に
引
き
続
き
、
こ
の
重
責

を
担
う
に
あ
た
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
努
力
を
行
い
、
重
責
を
全
う
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
役
職
員
、
関
係
機
関
各
位

の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
農
業
情
勢
は
、
国
際
紛

争
や
円
安
の
進
行
に
よ
る
肥

料
・
飼
料
を
は
じ
め
と
し
た
生

産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
や
、

コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
農
畜
産
物

の
消
費
が
回
復
し
て
い
な
い
た

め
、
依
然
と
し
て
農
業
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

本
年
の
事
業
計
画
で
ご
承
認
い

た
だ
い
た
「
持
続
可
能
な
常
呂

農
業
」
「
力
強
い
農
業
基
盤
の

確
立
に
よ
る
生
産
力
の
向
上
」

に
向
け
て
、
第
９
次
農
業
振
興

計
画
の
４
年
次
目
と
し
て
様
々

な
事
項
を
実
践
し
農
業
所
得
の

増
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
組
合
員
の

皆
様
の
ご
協
力
と
系
統
結
集
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
並
び
に

ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
、
本
年
が

天
候
に
恵
ま
れ
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
祈
念
し
、
常
務
理
事
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
春
耕
期
を
迎
え
、
播
種
定
植

作
業
に
大
変
お
忙
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
今

橋
前
参
事
が
常
務
に
就
任
し
た
こ
と
に
よ

り
、
３
月
22
日
開
催
の
第
２
回
定
例
理
事

会
に
お
い
て
参
事
の
任
命
を
受
け
、
４
月

１
日
よ
り
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

何
分
に
も
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま

す
が
組
合
員
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ

ま
す
よ
う
、
ま
た
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
常
呂
町
農
業
の
更
な
る
発
展

に
誠
心
誠
意
ま
い
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
組
合
員
皆
さ
ま
に
は
ご
指
導
ご

鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
日

常
の
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

各
農
畜
産
物
の
消
費
は
依
然
と

し
て
厳
し
く
低
迷
し
て
お
り
、

ま
た
未
だ
に
続
く
国
際
紛
争
や

円
安
の
影
響
に
よ
り
飼
料
・
肥

料
を
は
じ
め
と
し
て
生
産
資
材

の
価
格
の
高
止
ま
り
は
、
農
業

経
営
に
与
え
る
影
響
が
甚
大
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
近
年
の
異
常
気
象
の
影

響
に
よ
る
品
質
の
低
下
や
、
経

営
所
得
安
定
対
策
の
価
格
改
定

に
よ
り
交
付
金
単
価
が
引
き
下

げ
ら
れ
る
な
ど
厳
し
い
農
業
情

勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員

皆
さ
ま
が
Ｊ
Ａ
へ
結
集
し
、
経
営
基
盤
を

よ
り
強
固
に
す
る
こ
と
で
営
農
と
生
活
を

守
り
、
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
発
展
の

た
め
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
職
責
を

務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
役
職
員
関
係
機
関
各
位
の

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
並
び
に

ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
、
本
年
が

天
候
に
恵
ま
れ
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

常務理事

今 橋 　 剛

参　事

築 紫 洋 平

役
員
就
任
挨
拶

参
事
就
任
挨
拶
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新採用
職 員 紹 介

①出身地	 ②最終出身校
③趣味・特技	 ④今後の抱負設問内容

今月のあなたの
運勢

水瓶座
１/20

～２/18

魚座
２/19

～３/20

全体運 高め安定運へと移行します。やるべきことがはっきりしてきて
動きやすくなります。目標を決め優先順位を付けて
健康運 食事はよくかんで。肥満や虫歯予防の効果も 幸運の食べ物 ルッコラ

全体運 運気は次第に勢いを取り戻します。状況が変わってくるのを待
つのも良い方法。頭の中を整理してみましょう
健康運 散歩やハイキング、景色を楽しみながら体を動かして 幸運の食べ物 コゴミ

5月

東
浜

主：長内係長
副：鈴江課長

岐
阜
２

主：藤澤課長
副：佐々木係長

豊
川

主：木村課長
副：佐久間係長

福
山

主：日野係長
副：古川課長

土
佐

主：原田課長
副：日野係長

岐
阜
３

主：鈴江課長
副：佐久間係長

富
丘
１

主：古川課長
副：中村係長

日
吉

主：樋渡係長
副：名越課長

岐
阜
１

主：名越課長
副：武田係長

共
立

主：髙橋課長
副：宮内係長

富
丘
３

主：佐々木係長
副：木村課長

任期：令和６年４月１５日
　　　～令和８年３月31日

地区担当職員の変更のお知らせ令和６年度

①北見市常呂町
②常呂高等学校
③ドライブ・料理
④	親しみやすい職員を目指し、頑
張ります！よろしくお願いいた
します。

①北見市　②北見藤高等学校
③バレーボール
④	何事も全力で前向きに頑張って
いきます！分からないことは必
ず質問して少しでも早く仕事を
覚えていきたいです。

①網走市
②都留文科大学
③料理、読書、カラオケ
④	１日でも早く一人前の職員にな
り、皆さまの力になれるよう頑
張ります。

松原　瑠
るう

香
か

2004年２月生まれ（20歳）
工藤　茉

ま り

莉花
か

1998年６月生まれ（25歳）
庄司　夏

かおん

音
2006年３月生まれ（18歳）

４月１日に入組式を行いました



13

 

読者の
声

今月のあなたの
運勢

天秤座
９/23

～10/23

蠍座
10/24

～11/22

編集
後記
編集
後記

今月の
農休日は●  今月号の表紙は昨年からお願いしていた猪野間さんご兄弟とこいのぼ

りでした。２人は大好きな芸術家・岡本太郎さんのタローマンのポー
ズで撮影に応じてくれ、元気いっぱいの 2 人に癒されました 　　 ○宮 日26

今月のあなたの
運勢

射手座
11/23

～12/21

山羊座
12/22

～１/19

5月 全体運 難しい問題はあるものの一つ一つ解決していくことで達成感を
得られます。追い風が吹くときなので諦めないで
健康運 バランス運動を取り入れて。転倒やけがを予防 幸運の食べ物 ニラ

全体運 整理整頓を心がけて。掃除に力を入れると人間関係も整ってき
ます。去る者は追わないことも大切。連絡はまめに
健康運 ランニングなど有酸素運動で心肺機能を高めて 幸運の食べ物 ニンニク

　答えが解った方は、別紙の応募用紙に答えの番号と広報誌へ
のご意見・ご感想を記入の上、ＦＡＸにてご応募下さい。抽選で、			
砂糖消費拡大お菓子セットをプレゼントします。

４月号の漢字クイズの答えは「アスパラガス」でした。
抽選の結果、次の方が当選しました。
おめでとうございます。

安藤　志津子さん（共立）※（　）内は地区名です。

先月の当選者・解答

★ （アスパラの食べ方は）オリーブオイルをかけて、
グリルが１番美味い!!もちろん塩で!!!

（共立地区・齊藤　穂
す い

さん）

★すごくたのしかった！
 

（岐阜地区・森澤　芹名さん）

右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所
あります。間違っている部分を左下の枠内の数字で
探しましょう。

・参事の任免について

・令和６年度版「３つ方針」の作成について

・第76回通常総会の招集について

・議決権行使書面の取扱いについて

・第１回地区別懇談会の開催結果について

・労働保険事務組合手数料の設定について

・組合員の出資金譲渡について

〈報告事項〉

・令和５年産原料てん菜の本精算について

・令和５年度決算監査報告について

・内部監査報告について

・自己査定結果報告について

・�ＪＡバンクの内部管理態勢構築にかかる指針の

変更について

・貸付金利率の変更について

・組合員の異動について

・組合員代表者変更について

・職員の退職及び採用予定について

・農業委員会開催報告について

〈協議事項〉

・特別加給金の支給について

第２回理事会報告〈3月22日開催〉



E d a  F a m i l y

江田さんご夫婦に質問

しあわせのおすそわけ

ニューボーンフォトでの一枚♥

　お二人は地元の先輩後輩ですが学生時代に関わりは
なく、知人との飲み会がきっかけで急接近。約２年間
の交際の末、昨年の８月10日（ハートの日）に入籍さ
れました。ちなみにプロポーズは北見市内で夜景をみ
ながら、バラの花束を渡されたそうです。
　お二人は旅行やドライブに行くことが好きで、一番
思い出に残っているのは函館旅行。冬の五稜郭で見た
イルミネーションにとても感動したそうで、夢凪さん

は「次は家族３人で桜の時期にまた行きたい」と笑顔
で話してくれました。
　３月に生まれた望愛ちゃんはお二人に似てイタズラ
っ子。拳さんは「友達をたくさん作って、誰からも愛さ
れる子になってほしい」と終始デレデレの様子でした。
　お二人にこれからの抱負を聞くと「家族みんなが明
るく、楽しく、元気に過ごせるような家庭を築いてい
きたいです　」と笑顔いっぱいに話してくれ、そんな
二人に幸せをおすそ分けして頂きました♥

●江田家はどんな家族ですか？
　笑いの絶えない家族です！
●家族内ルールなどはありますか？
　納豆のパックは洗う。（但し拳さんは夢凪さんに任せて洗わないそう）
●奥さん（旦那さん）にひとこと！
　拳 さ ん：ツッコミを覚えて！（笑）毎日家事、育児ありがとう！
　夢凪さん：飲み終わった容器を置きっぱなしにしないで！（笑）
　　　　　　사랑해요（サランヘヨ）～～♥

ＫＥＮ×ＹＵＮＡ×ＮＯＮＯ

“たくさんの人に愛される子に！”

ゆ　な

の　 の

今月は令和５年３月１日にご結婚された岐阜地区の辻諒弥さん・陽菜さんご夫婦を紹介します。　

しあわせのおすそわけ

●辻家はどんな家族ですか？
　ずっと話をしてる仲良し夫婦（賑やかな妻と見守る夫）
●家族内ルールなどはありますか？
　家に入ったら一言目に「ただいま」
　ポポちゃんの散歩はできるだけ一緒に行く
●奥さん（旦那さん）にひとこと！
　諒弥さん：美味しいごはんをいつもありがとう
　陽菜さん：一生幸せにしてやるヨ♥

　お二人は大学の同級生で同じ研究室に所属、諒弥さ
んは陽菜さんを「うるさそう」、陽菜さんは「テンション
が低い。顔がすごくタイプ♥!!」と思っていたそうです。
　研究室のメンバーで一緒にいる時間が長く、陽菜さん
の猛アタックもあり交際に発展。将来のことをしっかり
考え「２年付き合ってきちんと決めよう」と話し合い、
卒業後、遠距離恋愛を経てご結婚されました。
　陽菜さんは「農業がやりたくて農業高校、農大を選ん

だので、畑仕事が楽しい！たまたま好きになった人が農
家だったのでラッキー！」と笑顔で話してくれました。
　休日は家族で飼っているわんちゃん（ポポちゃん（１
♀））とお出かけすることが多く、近場のドックランか
ら、ペットと泊まれるホテルに行くことも。「お義父さ
んが１番可愛がってますね」と家族でポポちゃんを可愛
がっているそうです。
　元気いっぱいな陽菜さんと、それを優しく見守る諒弥
さんに幸せをおすそ分け頂きました♥

“好きになった人がたまたま農家！”

ポポちゃんと一緒にウエディングフォト♥

ＲＹＯ－ＹＡ×ＨＩＮＡ

辻さんご夫婦に質問

T S U J I  F a m i l y

今月の表紙は、土佐地区の猪野間尚
ひ さ と

人さん・ありささんのお子さん、楓
くん（９）と皐くん（５）兄弟を取材しました。

２人のおじいちゃん、信夫さんが買ってくれたこいのぼりを紹介してく
れました。楓くんが生まれた翌年からあげるようになり、二人は「大きく
てかっこいい！今日はすごい泳いでる！」と笑顔で話してくれました。

今年１年の目標を聞くと、楓くんは「生活委員会をがんばる！」、皐くん
は「保育園のブロックで大きい作品をつくる！」と笑顔で教えてくれました。

ぼくたちの自慢のこいのぼり
今月の
表紙


